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「上田市高齢者学園」の卒業式が、 3月 3日老人福祉センターで行われ、学園長の永野市長から卒業者

1人ひとりに卒業証書ヵ、贈られました。 この学園は、昭和56年から市ヵ、独自に開設している ものて、今年

は昨年に続き 2回目の卒業式。卒業生約70人は、昨年 6月から月 2回、科学、歴史なとの一般教主主や郷土

史、社会福祉、生活科学とい った専攻科目などを学んていき ました。

な
お
、
犬
め
汝
し
飼
い
は
祭
ヒ
ら
れ

て
い
ま
す
め
て
、
出
問
注
憲
(
だ
き

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 4月l日閤午

前 9時から午後 4時ま で、市役所3階

市長室て、行います。お気粍におでかけ

くださし、。

農地問題相談日

「農地問題相談」会 4月1日制午前

8時30分から午後hGまで、市役所?

階農業委員会*務局でfJいます」お)¥

較におでかけ ください

主な内容

3月定例市議会、 58年度一般会計は 175億円・・・・・・一....2~6 ページ
明るい選挙実現のため要望書.......一..一......・・・ーー・・・・ー........7ページ

忘れずに受けよう、犬の登録と予防注射・・・・・・・・・ ーー・・一......8ページ

がんばってます・・ ・・ ・・・・ー・・・ ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ー・・・・・ー...........9ページ

お知らせ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・ー・・・・ー・ ・・・・・・・・ー・・ ・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・ 10・"ページ

小学校への入学を前にして・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ー・・・ー・・・・ー12ページ

水道特集........ . ....... . .一-一一......... ー ・・・・・-…..・ーー ー ・特集 1 ~ 4 ページ

交通問題特集・・ .....一.............. 一・・ー・・・・・・・・・ー・・・特集 1・2ページ



だ 昭和58年 3H 16日一一一 (2)ーえつ広報

手1化会館・身障者センターに

58年度予算案(諸)は175億円金橿霊IUII翠

3月定例市議会が、3月1日から始まりました。

!当日は、永野市長が施政方針を述べ、 提出議案の説 j

:明をしました。今回の市議会は、 3月18日まで18日 :

:聞の会期で聞かれる予定で、「昭和58年度上田市一般 ;

:会計予算案」、選挙ポスター掲示場の設置により制定 :

jされる「上田市選挙ポスター掲示場条例の制定案」

:など36議案が提案・審議されています。

大
型
事
業
に
工
場
団
地
も

市
政
を
担
当
し
て
一
年
、
私
は
、

由

緒
あ
る
歴
史
と
伝
統
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
上
田
市
が
、
上
小
広
域

圏
は
も
ち
ろ
ん
、
東
信
の
中
核
都
市
と

し
て
発
展
す
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
都
市

づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
議
員
各

位
、
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
事
情

は
極
め
て
厳
し
く
、
昭
和
五
十
八
年
度

の
市
政
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
状
況
を
十
分
踏
ま
、
ぇ
健
全
財
政

を
確
保
し
つ
つ
、

市
政
を
推
進
し
て
い

本
鉄
道
建
設
公
団
か
ら
沿
線
に
お
け
る

ル

l
ト
慨
要
、
自
然
、
生
活
な
ど
の
環

境
保
全
対
策
を
骨
子
と
し
た
ア
セ
ス
メ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
政
提
言
電
話
の
設
置

市
民
と
市
政
を
結
ぶ
広
聴
活
動
と
し

て
は
、
「
市
民
と
市
長
め
日
」
「
市
長
さ

ん
に
聞
く
」
「
提
言
箱
こ
だ
ま
」
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
、
新
し
い

試
み
と
し
て
「
市
政
提
言
電
話
」
を
五

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

身
近
な
こ
と
、
市
政
に
取
り
入
れ
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
を
、
電
話
で
提
案
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
塩
田
に
工
場
団
地

昭
和
五
十
八
年
度
の
課
題
と
し
て
、

工
場
団
地
の
造
成
が
あ
り
ま
す
。
工
場

団
地
は
、
既
存
企
業
か
ら
も
要
望
が
あ

り
、
市
街
地
の
住
宅
・
工
場
混
在
の
解

消
と
雇
用
の
安
定
、
地
域
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
も
早
期
に
必
要
で
す
。
良
好

な
環
境
と
地
理
的
条
件
を
生
か
し
た
東
塩

田
の
富
士
山
地
籍
を
候
補
地
と
し
て
、

山
林
、
原
野
、
農
地
な
ど
を
含
め
、
当

面
可
能
な
程
度
の
規
模
で
造
成
を
図

っ

て
い
き
た
い

と
考
、
え
て
い

ま
す
。
造
成

に
至
る
ま
で
は
、
国
・
県
の
審
査
な
ど

難
し
い

問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す

山
川
旬
、
仙
地
陣
取
の
甚
凶
幡
町
内
4M
附
理
由帥酔

1tt制
御
臨

2
H

い
ま
す
。

関
越
自
動
卓
道
上
越
線
の
建
設
は
、

関
係
市
町
連
携
の
も
と
に
建
設
促
進
運

成
に
着
手
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

上
回
築
城
四
百
年
祭

天
正
十
一
年
(
一
五
八
三
年
)
に
真

田
昌
幸
が
上
田
城
の
築
城
に
着
手
し
て

か
ら
、
今
年
は
四
百
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

「
上
回
築
城
四
百
年
祭
」
を
催
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
市
民
総

参
加
に
よ
っ
て
行
い
た
い
も
の
で
、
市

民
に
よ
る
各
種
の
事
業
に
は
協
賛
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
の
行
事
予

定
と
し
て
は
、
十
月
三
十
日
か
ら
十
一

月
六
日
ま
で
の
問
、
姉
妹
都
市
の
参
加

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
市
的
な
記
念

祝
賀
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
近
郊
型
農
業
の
推
進

農
業
の
振
興
は
、
上
田
市
の
農
業
の

特
質
、
及
び
当
面
の
問
題
点
を
十
分
認

識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

都
市
近
郊
型
農
業
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
新
農
業
構

造
改
善
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
生
産

基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
果
樹
、
花
如
、
ア
ス
パ

ラ
、

レ
タ
ス
な
ど
、
上
田
市
と
し
て

の
主
要

品
目
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

+
北
肱
世
司
記
刺
払
庇
町
愉
阻
叩
ト
」
陶
幽
明
帥
雌
唱
海
国
司

上
回
バ
イ
パ
ス
も
積
極
的
に

上
回
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
h
十
じ
年



が
切
地
域
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

争
夕
、
い
れ
九
作
九
主
、
井
@
似
w

b
旬

、

~

日

u
j
u
目
、
;
ー
も
屯

-
l
i
e

l

i

-

-
守
』

北
北
島
畦
台
斬
鉱
昨
給
開
μU晴
、

俳
咋
金
本
。

i
T
-
、
同
月
、

3

第 883号ー

帯主 入 官民 1M ー
千斗 目 57年度 58年度 :織成比 伸長率 科 目 57年度 58年度 :協IJX比 1申l:i:f

l 市 税 7，933，94千4ド; 8，597.58F3P1:490 96 108.4'"111 議 会 資 218，899 233，236: 1.3 106.6' 

2 地方議与税 200，000 220，000 : 1.3 110.0 11 2 総 務 '伐 1，891，830 1，826，852: 10.4 96.6 

3 自動車取得税交付金 80.000 130， 000: 0 . 7 162.5113 民 生 'tを 4，246，197 4，084，048: 23.3 96.2 

4 地方交付税 2，100，000 1，850，000: 10.5 88.1 11 4 待I 生 i'i 987，097 998，332: 5.7 101.! 

5 交通安全対策特別交付金 10，000 13，000: 0.1 130.0 11 5 労 j!ji1J '伐 278，202 272，644: 1.5 98.0 

6 分担金及び負旭金 932，289 845.889: 4.8 90.711 6 農林水産業費 1，701，352 1，572，022: 9.0 92.4 

7 使用料及び、手数料 220，234 235，985: 1. 4 107.2 11 7 商 ユニ '1'1 1，522，983 1， 556，054: 8.9 102.2 

8 国庫支出金 2.095.836 1. 982.576: 11.3 94.611 8 土 木 '伐 1. 936.674 1，921，988: 10.9 99.2 

9 県支 出 金 757，545 674，499: 3.8 89.011 9 j両 防 'j'i 560，212 586，217: 3.3 104.6 

10 財産収入 158，019 158，182: 0.9 100.1 10 教 育 t~ 2，060，500 2，783，452: 15.9 135.1 

11 寄 附 金 3，268 10，174: 0.1 311.3 11 災害復旧'f'i 13，391 28，769: 0.2 214.8 

12 繰 入 金 3，754 300，000: 1. 7 7，991.5 12 公 {氏 1主 1. 453.389 1，680，707: 9.6 115.6 

13 繰 越 金 50，000 50，000: 0.3 100.0 13 子 イ劫 Z伐 5.000 5，000: 0.0 100.0 

14 諸 ヰ又 入 1，457，737 1，459，333: 8.3 100.1 歳出 ぷロ入 きロート』 16，875，726 17，549，321 : 100.0 104.0 

15 市 1~1 873，100 1，022，100: 5.8 117.1 

歳入合計 16，875，726 17，549，321 : 100.0 104.0 

一般会計当初予算(案)

?ミえつー (3)一一一一昭和58年 3月16日 広 報

昭和58年度

本
鉄
道
建
設
公
団
か
ら
沿
線
に
お
け
る

ル
|
卜
概
要
、
自
然
、
生
活
な
ど
の
環

境
保
全
対
策
を
骨
子
と
し
た
ア
セ
ス
メ

ン
ト
案

(
環
境
彬
響
評
価
書
案
)

が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域

の
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
建
設
へ
一
歩

前
進
し
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
着
工

へ
の
明
確
な
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ

ん
。
国
鉄
の
経
営
実
態
や
臨
調
答
申
に

よ
る
情
勢
は
一
段
と
厳
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
と
も
着
工
の
実
現
を
一
層

強
く
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

い
歩
合
十

v
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
建
設
は
、

関
係
市
町
連
携
の
も
と
に
建
設
促
進
運

動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年

十
一
・
十
二
月
に
建
設
省
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
佐
久
以
北
更
埴
聞
の
基
本
計
画

路
線
地
域
に
お
け
る
整
備
計
画
へ
向
け

て
の
基
礎
調
査
を
足
が
か
り
と
し
て
、

次
期
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設

審
議
会
で
は
整
備
計
画
路
線
に
格
上
げ

さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
強
力
に
運
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

区 分 昭和57年度 昭和58年度 前年対比

ー千ドJ 予 f.LJ ヲ6

骨ZFL ぷZ込ス 5十 16，875，726 17，549，321 104.0 

土地取得事業 281，000 280.000 99.6 

塩固有線放送電話Z事業 40，684 42，167 103.6 

特
国民健康保険事業 3，537，494 3，448，635 97.5 

81] 
交通災害共済事業 25，738 25，953 100.8 

ノU、L 福祉事業センタ 事業 125，176 120，497 96.3 

業 産 院 事 業 215，372 226，253 105.1 

ぷZスA 

老人保健事業 。 2，914，743 皆増

同和新地築資区住金宅等貸付事業 410，004 423，482 103.3 
言十

公共下水道事業 1，215，426 1，395，397 114.8 

i口入 言十 5.860.557 8，877，127 151. 5 

当初予算(案)昭和58年度

※農業共済事業特別会計は、上小農業共済組合の発足に伴って昭和58年度から

廃止

上
回
バ
イ
パ
ス
も
積
極
的
に

上
回
パ
イ
ハ
ス
は
、
昭
和
五
十
七
年

に
上
極
尻
か
ら
道
路
の
本
体
工
事
が
ポ

工
さ
れ
、
用
地
買
収
も
逐
次
、
進
ん
で

き
て
い
ま
す
。
特
に
、
昭
和
四
十
六
年
の

計
画
決
定
以
来
、
環
境
問
題
、
基
地
、

住
宅
移
転
問
題
な
ど
で
長
年
難
航
し
て

い
た
関
係
地
区
に
対
し
て
は
、
市
長
に

就
任
以
来
、
積
極
的
に
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、
よ
う
や
く
全
地
域
の
皆
様
の
御

了
解
と
御
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
、
第
一
期
区
間
五
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
線
に
わ
た
っ
て
、

残
さ
れ
た
地
区
の
用
地
質
収
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
本
体
工
事

に
つ
い
て
も
、
上
塩
尻
地
籍
か
ら
秋
和

地
籍
へ
の
延
長
と
、
住
吉
諏
訪
団
地
籍

の
国
道
一
四
四
号
線
地
域
か
ら
両
側
地

点
の
工
事
着
工
を
国
に
強
力
に
要
望
し

ま
す
。小

牧
橋
開
通
に
努
力

懸
案
の
小
牧
橋
に
つ
い
て
も
、
取
付

道
路
用
地
の
小
牧
地
区
と
上
堀
・
下
堀

地
区
の
地
権
者
の
御
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
最
警
の
努
力
を
し
ま
す
。
昭
和
五

十
九
年
七
月
ご
ろ
に
は
全
線
を
開
通
さ

せ
、
交
通
渋
滞
の
解
消
に
、
地
域
産
業

の
発
展
に
大
き
く
役
立
た
せ
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
牧
橋
開
通
に

伴
い
、
神
畑
農
免
道
路
及
び
岩
下
地
籍

の
ほ
場
盤
備
事
業
に
も
着
手
し
、
岩
下



だ 昭和58年 3月16日一一一 (4)ー

ー
数
を
一
割
、
約
一
千
台
減
ら
す
と
い

っ
た
実
施
具
体
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
そ
の
ピ
1

ア
ー
ル
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
信
号
の

見
直
し
、
一
部
の
道
路
改
良
に
よ
り
逐

次
、
解
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

市
内
各
事
業
所
、
労
働
団
体
な
ど
関
係

各
位
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

渋
滞
解
消
に
向
け
、
協
力
を
求
め
て
い

バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
図
り
、
関
連
す
る

既
設
道
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
、
え
て
い
ま
す
。

交
通
渋
滞
の
解
消

通
勤
時
の
交
通
渋
滞
解
消
は
、
上
田

市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
が
基
礎
資
料
に

基
づ
き
渋
滞
解
消
策
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
二
月
七
日
に
は
、
対
策
会
議
の

総
会
で
平
日
の
通
勤
時
間
帯
の
マ
イ
カ

えつ広報

く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

今
年
度
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
が
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
で
は
、
身
体
障
害
者
の
皆
様
の

相
談
事
業
を
は
じ
め
、
健
康
の
増
進
、

教
養
の
向
上
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

の
訓
練
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
福
祉
関
係
者
の
会
館
的
機
能
を

持
た
せ
、
各
種
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
聴
力
障
害
者
の
方
々
の
た
め
に
、

聴
力
障
害
者
用
苧
車
電
話
を
福
祉
事
務

所
と
ろ
、つ
あ
協
会
事
務
所
に
設
置
し
て
、

聴
力
障
害
者
の
皆
様
と
の
連
絡
を
敏
速

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
小
と
六
中

(仮称

通
学
区
の
再
編
成
に
伴
う
南
小
学
校

は
、
昨
年
九
月
に
管
理
棟
、
教
室
棟
の

建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

引
き
続
き
工
事
を
進
め
、
十
一
月
末
に

は
竣
工
の
目
途
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和

五
十
九
年
四
月
に
は
開
校
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
第
六
中
学
校
(
仮
称
)
に
つ
い

て
も
、
地
権
者
の
御
了
解
を
い
た
だ
き
、

で
き
る
だ
け
早
く
用
地
買
収
を
終
ら
せ

造
成
に
着
手
し
た
い
考
、
え
で
す
。
学
校

建
設
は
、
市
財
政
に
相
当
な
負
判
を
か

け
ま
す
が
、
小
中
学
校
通
学
区
域
審
議

ム
Z
の
伶
甘
陶
刷
l

b

ぜ
い
れ
ん
村
ん
い
て
い
且
》
汲
旭
砂
土
佐

ら
教
育
効
果
の
高
め
ら
れ
る
適
正
規
模

の
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
後
も
努

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
・
文
化
会
館

中
央
公
民
館
・
文
化
会
館
の
建
設
は
、

数
多
く
の
市
民
の
要
望
で
あ
り
、
い
よ

い
よ
今
年
度
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
中
央
公
民
館
の
建
設
に
よ
っ
て
、

特
に
中
央
地
区
の
公
民
館
活
動
が
よ
り

活
発
に
な
る
よ
う
期
待
す
る
と
と
も
に
、

文
化
会
館
と
の
複
合
施
設
の
面
か
ら
も
、

文
化
発
展
の
拠
点
と
し
て
広
く
市
民
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
開
館
は
、
昭
和
六
十
年
六
月

ご
ろ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

長
池
跡
地
に
文
化
公
園

を
も
て
る
よ
う
な
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、

児
童
科
学
館
、
天
体
望
遠
鏡
、
図
書
・

美
術
室
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
小
体
育

館
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
森
が
、
保
健
休
養
と
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
、
わ
し
ば
山
荘
を
中
心

に
順
次
整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。
施

設
と
し
て
は
、
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
子
ど
も
の
広
場
、
野

外
音
楽
堂
な
ど
が
考
、
え
ら
れ
、
県
の
都

市
計
画
審
議
会
の
議
決
を
経
て
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
建
て
替
え

上
田
市
の
市
営
住
宅
に
は
、
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
木
造
住
宅
が
、
年
ご
と

に
増
、
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
千

曲
町
に
あ
る
市
営
住
宅
を
建
て
答
、
え
る

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
建
て
替

え
は
十
年
計
画
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
中
層
三
階
建
て
十
二
棟
、
百

八
十
戸
を
予
定
し
、
入
居
者
の
利
便
を

図
り
な
が
ら
住
宅
改
良
を
進
め
ま
す
。

県
の
創
造
の
森
文
化
公
圏
構
想
に
基

づ
く
文
化
公
園
は
、
上
小
広
域
圏
の
事

業
と
し
て
長
池
跡
地
に
建
設
す
る
予
定

で
す
が
、
国
の
補
助
採
択
を
待
ち
な
が

ら
進
め
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。
こ
の

文
化
公
園
に
は
、
多
目
的
に
使
用
で
き

る
大
ホ

l
ル
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
夢

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
置

マ
上
田
市
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
条
例

の
制
定

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設

剛
直
に
つ
い

T
、H
U
、
全
工
市
品
町
い
L
h

傾
向
ζ

小
陥
喝
の

営
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
改
定
し
様
に
は
負
担
増
と
な
り
ま
す
が
、
御
理

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
利
用
者
の
皆
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
曲
町
市
営
住
宅
を
建
て
替
え

こ
れ
に
よ
り
、
選
挙
人
に
と
っ
て
は
、

一
目
で
各
候
補
者
の
人
物
、
経
歴
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ま
た
、
選

法定

rm，

4
2止
ル
出
釘
mw

陰
晴
削
除
昔
、
R
'
色
、
、
L
、A
M
d
b

撃
す
る
中
固
か
ら
の
引
き
締
げ
者

-L対

す
る
補
助
、
百
少
年
相
伐
の
た
め
の

信
専
用
電
話
も

d
・1凪
し
ま
す

牢
衛
生
費
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す
る
こ
と
の
解
消
に
よ
り
、
環
境
の
美

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

市
の
行
政
機
構
が
膨
大
化
し
て
い
る

状
況
の
な
か
で
、
現
在
数
多
く
の
委
員

会
、
審
議
会
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
効
果
や
必
要
性
の
?
え
か
ら
、

委
只
会
な
ど
の
献
血
理
統
合
に
よ
り
、
行

政
組
織
の
簡
素
化
と
効
率
的
な
運
営
を

図
る
た
め
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
廃

止
す
る
も
の
三
、
三
委
員
会
な
ど
を
統

合
す
る
も
の
一
、
委
員
定
数
を
削
減
す

る
も
の
十
の
笠
理
統
合
な
ど
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
行
政
の
効
果
的
な
執
行
を

図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

類
似
施
設
と
の
均
衡
な
ど
を
配
慮
し

な
が
ら
、
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会

の
答
申
を
尊
重
し
、
改
定
し
様
に
は
負
担
増
と
な
り
ま
す
が
、
御
理

た
い
と
い

う
も
の
で
す
。
利
用
者
の
皆
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
曲
町
市
営
住
宅
を
建
て
替
え

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
百
七
十
五

億
四
千
九
百
三
十
二
万
一
千
円
で
、
前

年
度
の
当
初
予
算
対
比
で
は
六
億
七
千

三
百
五
十
九
万
五
千
円
の
増
(
伸
び
率

四
・

O
%
)
と
な

っ
て
い

ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

市
税
八
十
五
億
九
千
七
百
五
十
八
万

三
千
円
(
八
・
四
%
増
)
、
地
方
交
付
税

十
八
億
五
千
万
円

(一一

・
九
%
減
)、

国
庫
支
出
金
十
九
億
八
千
二
百
五
十
七

万
六
千
円
(
三
・
四
%
減
)
、
県
支
出
金

六
億
七
千
四
百
四
十
九
万
九
千
円
(
一

一
・
O
%
減
)
、
諸
収
入
十
四
億
五
千
九

百
三
十
三
万
三
千
円

(
0
・
一
%
増
)

な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
繰
入
金
は
南
小
学
校
の
校
舎

建
設
な
ど
の
大
型
事
業
に
充
て
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
当
面
三
億
円
の
繰

り
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

*
総
務
費

新
し
い
も
の
で
は
、
市
民
広
聴
の
一
方

策
と
し
て
市
政
提
言
電
話
の
設
置
費
、

災
害
時
に
お
け
る
た
め
池
の
決
壊
対
策

を
確
立
す
る
た
め
の
調
査
研
究
委
託
料
、

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス

タ
l
掲
示
板
の
設
置
撤
収
委
託
料
、
南

庁
舎
の
地
下
書
庫
設
置
工
事
費
な
ど
で

す
。
ま
た
、
自
治
会
共
同
集
会
施
設
の

新
設
改
修
補
助
事
業
、
県
営
水
道
料
金

差
額
補
助
事
業
な
ど
も
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
県
議
会
議
員
、

市
議
会
議

員
及
び
参
議
院
議
員
の
選
挙
経
費
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。

本
民
生
費

建
設
事
業
で
は
、
懸
案
の
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
新
築
と
室
賀
保
育

園
の
移
転
新
築
が
あ
り
ま
す
。
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
上
田
市
農
協

跡
地
の
一
部
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

nh
三
階
建
て
、
延
べ
六
百
七
十
六
平
方

μ
の
建
物
を
予
定
し
、
工
事
費
一
億
一

千
五
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
室

賀
保
育
園
は
、
鉄
骨
造
り
平
家
建
て
延

べ
五
百
四
十
平
方

μ
で
建
設
す
る
工
事

費
一
億
八
百
万
円
の
ほ
か
、
用
地
買
収

費
も
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
事
業
と
し
て
、
聴
力

障
害
者
用
手
蔀
電
話
の
設
置
、
寝
た
き

り
老
人
の
家
庭
介
護
者
に
対
す
る
慰
労

金
制
度
の
新
設
を
は
じ
め
、
心
身
障
害

者
施
設
入
所
者
の
歯
科
治
療
の
た
め
の

交
通
費
補
助
な
ど
、
少
額
で
す
が
計
上

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
永
住
を
希

望
す
る
中
国
か
ら
の
引
き
持
げ
者
に
対

す
る
補
助
、
青
少
年
相
談
の
た
め
の
着

信
専
用
電
話
も
設
置
し
ま
す
。

事
衛
生
費

去
る
二
月
一
日
か
ら
の
老
人
保
健
法

の
施
行
に
伴
い
、
新
た
に
老
人
保
健
事

業
費
の
「
目
」
を
設
け
、
四
千
五
百
万

円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
部
事
務
組
合
へ
の
分
担
金
は
、
上

小
衛
生
施
設
組
合
へ
の
二
億
六
百
五
十

一
万
九
千
円
を
は
じ
め
、
上
田
市
・
真

田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

へ
一
億
五

百
二
十
九
万
七
千
円
、
ま
た
大
星
斎
場

組
合
、
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
割
合
に
応
じ

て
計
上
し
ま
し
た
。

申
労
働
費

勤
労
者
の
福
祉
厚
生
資
金
融
資
粋
を

拡
大
す
る
た
め
一
千
万
円
を
増
額
し
、

住
宅
建
設
資
金
の
融
資
と
あ
わ
せ
て
一

億
円
の
預
託
を
し
た
ほ
か
、
勤
労
者
退

職
金
共
済
掛
金
の
補
助
金
二
千
八
百
三

十
万
七
千
円
な
ど
、
中
小
企
業
な
ど
の

勤
労
者
の
福
祉
向
上
を
進
め
ま
す
。

本
農
林
水
産
業
費

農
林
関
係
で
は
特
定
地
域
農
業
振
興

総
合
対
策
事
業
、
い
わ
ゆ
る
「
特
農
」

と
し
て
、
下
之
郷
及
び
蛇
沢
地
区
の
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
、
川
西
地
区
の

わ
い
化
り
ん
ご
早
期
出
荷
用
の

パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
設
置
、
鯉
の
養
殖
の
た
め
の
自

動
給
餌
器
な
ど
、
目
新
し
い
事
業
へ
補

助
金
四
千
三
百
六
十
九
万
円
。

市
単
独
事
業
で
は
、
水
田
利
用
再
編



と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
構
造
改
善
関
係
で
は
、
新

農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
浦
里
南
部

地
区
の
調
査
費
用
六
百
七
十
二
万
円
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
工
事
費

に
一
億
三
千
七
百
七
十
六
万
円
。
耕
地

関
係
で
は
、
非
補
助
土
地
改
良
事
業
の

小
牧
地
区
工
事
費
二
億
七
千
三
百
十
万

円
を
計
上
し
、
小
牧
橋
関
連
道
路
、
橋

梁
工
事
の
早
期
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。

機
械
地
設
導
入
事
業
と
し
て
、
引
き
続

き
花
山
川
栽
ほ
ハ

ウ
ス
な
ど
の
設
置
に
一

千
二
百
万
円
、
野
菜
振
興
産
地
育
成
事

業
と
し
て
、
ア
ス

パ
ラ
の
産
地
化
を
図

る
た
め
の
苗
購
入
代
金

へ
の
補
助
金
四

百
五
十
万
円
。
こ
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
集

落
設
置
一卒
業
と
し
て
、
市
内
三
農
協
と

共
同
で
十
四
集
落
を
指
定
し
、
特
色
あ

る
産
地
化
の
形
成
を
目
指
す
た
め
の
補

助
金
四
百
二
十
万
円
な
ど
が
新
規
施
策

*
商
工
費

中
小
企
業
の
た
め
の
融
資
の
預
託
金

総
額
は
十
二
億
円
、
信
用
保
証
料
は
五

千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
観

光
の
面
で
は
、
塩
田
史
跡
め
ぐ
り
道
路

改
修
工
事
費
一
千
百
万
円
、
真
田
武
者

行
列
装
束
購
入
の
最
終
年
次
と
し
て
百

六
十
万
円
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
上
回
築
城
四
百
年
祭
の
記
念

事
業
費
と
し
て
は
、
式
典
な
ど
の
直
接

経
費
が
八
百
二
十
六
万
円
、
姉
妹
都
市

物
産
と
観
光
展
、
民
俗
芸
能
、
移
動
芸

術
祭
な
ど
の
事
業
委
託
費
と
し
て
一
千

六
百
六
十
一
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
賞

道
路
の
新
設
改
良
は
、
市
の
最
重
点

課
題
と
し
て
、
精
力
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
小
牧
川
辺
町
線
は
、
補
助
単
独
分

あ
わ
せ
て
二
億
二
千
百
二
十
万
円
、
国

分
小
牧
線
は
当
面
公
社
事
業
と
な
る
予

定
で
、
予
算
的
に
は
補
正
計
上
と
な
り

ま
す
が
、
四
億
円
以
上
の
事
業
費
と
な

る
見
通
し
で
す
。
都
市
計
画
街
路
事
業

で
は
、
秋
和
上
堀
線
の
継
続
事
業
費
一

億
一
千
三
百
四
万
九
千
円
が
あ
り
ま
す
。

市
営
住
宅
の
建
設
は
、
昭
和
五
十
八

年
度
か
ら
十
年
計
画
で
、
千
曲
町
市
営

住
宅
の
建
て
替
え
を
順
次
進
め
る
計
画

で、

一
期
を
二
年
と
し
て
五
期
で
完
成

さ
せ
る
予
定
で
す
。
全
体
計
画
で
は
、

現
有
の
百
十
五
戸
を
除
却
し
、
百
八
十

戸
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
ず
第

-

嗣
則
的
円
】
-
しZ
干

井
川
}
刷
聞
や
ー
、

Nut
--ム
l
m凹
百
「
み
ゲ
』
品
陣

な
っ
て
い
ま
す
。

*
消
防
費

第
十
三
・
二
十
分
団
の
車
庫
及
び
詰

所
の
新
改
築
工
事
費
二
千
三
百
万
円
の

ほ
か
、
貯
水
槽
新
設
六
基
に
一
千
三
百

五
十
万
円
、
消
火
栓
の
新
設
及
び
移
転

修
理
費
に
一
千
二
百
十
七
万
円
な
ど
消

防
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

*
教
育
費

主
な
建
設
事
業
で
は
、
南
小
学
校
の

新
築
工
事
費
六
億
八
百
四
十
四
万
円
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
屋
肉
体
育
館
、

プ
ー
ル
な
ど
を
除
い
た
校
舎
本
体
、
渡

り
廊
下
、
校
庭
な
ど
の
完
成
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
文
化
会
館
・
中
央
公
民

館
は
、
図
書
館
西
側
に
事
業
費
十
四
億

四
千
万
円
程
度
を
見
込
み
建
設
さ
れ
ま

す
。
規
模
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り

一
般
会
計
は
2
0
1億
円

地
下
一
階
地
上
三
階
建
て
で
、
面
積
は

文
化
会
館
が
一
千
八
百
五
十
平
方
灯
、

中
央
公
民
館
が
二
千
百
三
十
平
方
山
程

度
で
、
ホ
ー
ル
は
五
百
名
の
収
容
を
目

途
と
し
て
お
り
、
昭
和
六
十
年
六
月
ご

ろ
完
成
の
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
第
四
中
学
校
体
育
館
の

床
の
張
り
替
え
工
事
二
千
九
百
万
円
、

市
民
体
育
館
屋
根
改
修
工
事
に
一
千
万

円
、
豊
殿
小
学
校
校
庭
夜
間
照
明
設
置

工
事
に
一
千
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

*
災
害
復
旧
費

昭
和
五
十
七
年
に
発
生
し
た
林
道
施

設
災
害
は
、
虚
空
部
線
ほ
か
二
線
の
復

旧
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
豊
殿
地

区
市
有
林
の
風
倒
木
処
理
及
び
民
有
地

の
風
倒
木
に
つ
い
て
も
、
昨
年
に
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

だ 昭和58年 3月16日一一一 (6)ーえつ広報

農
林
水
産
業
費
で
は
、
上
小
農
業
共

済
組
合
の
発
足
に
伴

っ
て
上
田
市
農
業

共
済
事
業
特
別
会
計
が
、
昭
和
五
十
七

年
度
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。
同
特

別
会
計
に
お
け
る
精
算
金
五
千
七
百
十

七
万
円
は
一
般
会
計
で
受
け
入
れ
、
法

定
積
立
金
な
ど
共
済
事
業
の
推
進
に
必

要
と
さ
れ
る
四
千
二
百
八
十
四
万
七
千

円
は
新
組
合
に
交
付
し
ま
す
。
残
り
↑

千
四
百
三
十
二
万
四
千
円
は
、
農
業
復

伽
m
F、口

H
仏
町
内

弘明
品
目
、
調
円
齢
珪
怯
基
も
4
L
F
「
L
e
、
幅
faq

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
五
百
十
万

三
千
円
の
減
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
昭

和
五
十
七
年
度

一
般
会
計
の
総
額
は
二

百

一
億
四
千
三
百
五
十
五
万
円
と
な
り

ま
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で
は

上
田
市
農
協
の
用
地
取
得
費
一
億
六
千

四
百
五
十
万
円
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
土
地
取
得
特
別
会
計
の
立
て
替
え
分

で
す
。

こ
の
ほ
か
、

市
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
お
け
る
企
営
ポ
ス

7
1仰
向
ζ

小
伍
同
め

の対象とな

ツ卜ル(e) 

す。



広報うえだ水道特集(3)

• 

• 

0メーターを御覧になりますと黒い針は立方メートル (mJ
)、赤い針は リノトル(e ) 

の単位をしめしています。

0メーターは図のように単位の大きい方からCD-→告〉→③の)1慎に読みます 。

水道料金は立方メートルの単位ですから左側の黒い針だけが料金算定の対象と弘

ります。

0針が数字と数字の間にあるときは、少ない方の数字を読みます。

0使用水量は、今回の指針数字から前回の指針数字を差し引いたものです。

メーターの種類

パイロ ッ ト(赤色)

(水を出すと回転します。水もれがあると

回っています)

0御家庭でもときどき水道メーターを見ていただくと、使用状態がわかり J馬水の発

見にも役立ちます。

水道料金がふだんに比べて異常に高いと

思われたときは、水道のじゃぐちを全部

しめ、メーターの中のパイ ロット.を見て

くださし、。

7.Kを使わないのに、このパイロットが回

っているときは、どこかで漏水していま

す。

このような状態のときは、すぐ水道局へ

お知らせください。調査に伺います。

0 引っ越してし、かれるとき、

引っ越してこられたとき、

余裕をもって (2・3目前に)

0使用者の名義がかわるとき

は、印鑑を持って窓口で コミIT斗、

0長期に水道をお使いになら 1 7I 1~11 

なし、とき ~ ITIl 
0道路上などで水もれをお気 l μ占 J

づきのとき 一一‘J



運動

クです。
通勤者に

事業所、 ;

I I何柑
水道料金早見表(2か月)

水 ;J( 水道料金 水;_._t 水道料金

11 21 m・ 1，465 いl 41
m 3，245 l' 

22 1，550 42 3，330 

23 1，640 43 3，420 

24 1，730 44 3，510 

25 1，820 45 3，600 

1126 1，910 46 3，690 

27 1，995 47 3，775 

1，020
1
'1 

11 =~ 2，085 48 3，865 

29 2，175 49 3，955 

30 2，265 50 4，045 

16 I 11 31 2，355 51 4，135 

32 2，440 52 4，220 

33 2，530 53 4.310 

Ij I 

34 2，620 54 4，400 

35 2，710 55 4，490 

36 2，800 56 4，580 

17 1.105 37 2，885 57 4，665 

18 1，195 38 2，975 58 4，755 

1119 1，285 39 3，065 59 4，845 

20 1.375 40 3，155 60 4，935 

lルの料金計算方法=(即日町

水の上手な使い方

畑それともコ、ソプ型
洗車はバケツで 11 お風自の水を活用して

いますか

J173村、限度で‘すも‘掠l バケツ洗いなら 5杯です 浴f替は小さなものでも200
Aがきも、うっかり流し む洗車も、流しっ放しの 4、せめて残リ泌の半分位
政しでは 6t ( 1分間) ホース洗いでは、 30杯以 は活用してください。
町本のムタ。 上の水がいる。 洗濯、そうじ、まき水に。

EE園署霊童 -Di圏諸童書 -Di圏諸童書

広報うえだ水道特集(2)

上田市水道料金表 (2か月)

水泊料イit

Llf'E /1< :.:.料イit
)，4本料金

本ト イ陀水 川。 at 
lm"....)、

13 副 1，020 
1'1 

1 m'ー16m'
o l'l 

20 1，960 17m'-60m' 89 

25 2，840 61m'- 102 

30 4，920 

40 7，640 
89 1 11 

1 m'-60m' 
50 12.360 

75 28，140 

100 46，520 
61m'- 102 

125 70，440 

150 100，880 

節約の決め手はじゃ II洗濯はぜひ“疋めすす

ぐちの開け閉め IIぎ"を

洗面、炊i判こ流しっ政し この方法だと、洗濯から
で使うときは、水の出を すすぎまで1回100tの水
調節してください。ちょ ですみ、流しっ放し(240
っとひねって(60・聞いて ) t)にくらべて浴槽 7分自
6t，。い勺ばいひねって20 の節約にな ります。
to (それぞれ l分川の政水:1::)

・流しっ放しのすすぎで
も、すすぎ時間は 4-5

1人家族で 1日2回歯を 1 週間にl度洗車した場 毎日風呂をわかした場合 分でじゅうぶん。
Aがいた場合浴槽 5H;分 合浴槽 5杯分 浴槽15杯分

色2度くり返す』

-手家庭てイ史われる水は、多いものか句;'Iî;I(~、炊 'I~ 、風呂、 i先而、水洗トイレ、川除の順て'す

-Di圏諸霊童

毎日洗濯した場合
浴僧21H分



広報うえだ 交通問題特集(1)

あなたの協力ゆとりの通勤マイナス1，000台運動
ーマイカーは、生活[ill¥需昂で、自由に使用できるものです。

でも……朝のラッシユ時は車の洪水、みんなイライラしてい

ます。

「なんとかしてほしい…」これはみんなの願いです(戸ンケー

ト結果的 .9%λ そこで、みんなで考えだ方法は、朝(7~9時〉の

2時間にマイカーを最低1，000台減らそうということです。この

運動をみんなの通勤ルールとして育て、ゆとりある通勤をしま

しょう。

あなた(事業所)は、どの方法?
セ
湘

マ
‘、肱旦

ク
通

マ
ヵ

レ
J
，

肋
マ
、

ン
て

、ン
l
V
1J

蜘
印
刷

運
げ
り

の
テ
配

こ
ス
お

討。

16 

この運動は、市民一人ひとりの協力はもちろんですが、朝の通勤時が対象のため a 事業所、

労働組合のみなさんの協力が大変必要になってきます。

事業所、労働組合を含めてみんなで考え、話し合い、いちばん合った方法を選び、仲間内の

約束(ルール)としてみんなで実行し、最低1，000台のマイカーを減らしましょう 。

1 .時差出勤
1. 事業所内で従業員を分

けて時差 出勤する 。

2. 事業所単位で時差出勤

する 。

など色々考えられます。 事

業所にあった方法を選んで

企 ~ くださし、。
始業U.'f ~J午前 811寺- 811寺

30分の事業所が82.1%、

マイカーが集中する大きな要因です。

2.ノーカーデー
1.マイカ 一通勤省カ、10日に

一度ノーカーデーを実施

する 。

2. 平均し てマイカ一台数を

減少させる ため、事業所

内でマイカ一通勤者を10

班に分けて 、輪番制など

の方法で実施する。

-----------------------------------__________1._________________________________________... 
3. 各事業所単位で曜日を決めて実施する。

3.バイク、自転車への乗り換え
f完 全7 イカ一通勤者にお願し、す

/竺~9 ることを原則としていますが、

~巴壬長茸』 特に通勤距離 4km未満のマイカ

竺主予主E二~ 一通勤者にお願いします。

4 km=自転車で通常走行して15分程度で通勤できる

距離で、平常の人ならきほど苦労なく通勤で;

きます。

4.パス、電車への乗り換え
現状のパス、電車の運行でも通勤でき る人に

乗り換えていただき、一人乗り 7 イカ一通勤を

自粛していただく

パス、電車を便利(増発、最終延長など)に

するよう各社にお願いしています。

三空空交記号
国交通渋滞対策会議



おりです。

)の場合
ぞ?¥(2か月のl
量1¥水量料金l
m') X 0円

水量16m'以

戸ます。

合)

) X89円+

十 4，936円

も、各口径ご

金計算できま

した水道の水

て水道事業カ、

ることのない

ますとみんな

7](を{手止する

明るい存らし

てください。

広報うえだ 交通問題特集 (2)

朝のラッシュ時(之)にマイカーを1，000台減らそう
自朝、渋滞のひどい2時間(7時"'9時〉に市街地へ流入するマイカーが約10，000台あります。

これが、約9，000台になるとあまりイライラしないで通勤できます。そこで、この差約1，000台を

マイ力一通勤者の皆さんに自粛してい疋だきだいとお願いするわけです。(月曜日から金曜日ま

で)

なぜ、 1，000台減らすのか?
マイカー通勤者の皆さんは、土曜日を渋滞と感じていない人ガ多く、交通量調査では、平日に

比べ土曜日は約1，000台のマイカーが減っています。このことから、土曜日の交通量 (車雨台数〉

になれば、 イライラしないで通勤できると考えられます。そこでマイカー1，000台を減らすことが

必要になってきます。

曹マイカ一通勤者は、土曜日は渋滞と感じていない v市街地へ流入するマイカーの平日と土曜日の比較

(一人乗 り、相乗り通勤マイカーのみ)

土日記日は平日に比べて渋滞し

ていないと答えた人は、全体

の75.1%を占めている。

平土¥H日¥Gと自 の地¥比¥1区掛 全 市 右岸地区 左岸地区

平日平均 10.100台 5.777台 4，323台

土曜日 9.102 5，307 3，795 

増 j成 企 998 A 470 企 528

率(減少) 9.9% 8.1% 12.2% 

市街地に流入する7 イカーの台数は平日平均と比較

して約 l割減少している。

マイカー通勤者の大部分の人が朝の渋滞により何らかの影響を受け、何らかの対策を

願い¥対策が市民運動となったら協力するとしています。

V朝の渋滞によって何らかの影響

を受けている

渋滞によりなんらかの彬特を受けている

人は全体の89.2%を占めている。

V今のうちに何らかの手を打つベ

きだ

なんらかの手を打~~だと答えた人は、

全体の89.9%を占めている。

V対策が市民運動化された場合協

カできる

方策が市民運動化された場合「協力でき

る」と答えた人は77.4%を占めている 。

この運動は、 4月に日を決めて一斉に実施します。
上田市交通渋滞対策会議



広報うえだ水道特集(1 ) 

l 4月使用分から
__J 

市の水道料，金が改定され、 4月使用分から新し

い料金に変わります。

この内容については、 2月16日発行の広報うえ

だでお知らせしましたので御覧くださし、。今回は

料金の計算の方法などについてお知らせします。

ト料金は2か月に 1回て寸 i
水道料金は、検針日から検針日の聞の水の使用

量で決ま っていますが、現在の検針は 2か月に 1

回行っていますので、料金も 2か月料金です。

一般の御家庭で取り付けてある口径13ミリ 量水

器の 2か月水道料金早見表は別表のとおりです。

険針の際の「水道使用量のお知らせ」にある使用

水量にあてはめて御利用ください。

|5月納入は新旧地併用 i
新しい水道料金は、昭和58年 5月分としておさ

めていただく料金のうち、 4月 1日以降に使用する

水に対する料金からになります。この取り扱いは

検針を 2か月に 1回行っていることによるもので

す。実際の例で説明しますと納期限が 5月末日の

納入通知書から新料金になります。この通知書に

書かれている使用水量は 3月と 4月に使用し た水

の使用量ですので、これは 3月分と 4月分に分け

て計算されています。分け方は検針日から検針日

までの聞にそれぞれ属した月の日数によります。

これを基礎にして分けられた使用水量に応じて 3

月分は旧料金、 4月分は新料金として計算し、合

算されています。この計算はすべて電算処理によ

り納入通知書として皆さんに通知します。

なお、納期限が 4月末日のものは、 2 . 3月分

に使用した水ですから旧料金でいただきます。

|料金の計算はすぐできます l
水道料金は、基本料金と水量料金を加えた額で

2か月分の使用水量の料金です。

:水道料金=基本料金+

(使用水量 基本水量)x水量料金:

例えば、一般家庭で使用している口径13ミリ量

水器の水道料金の計算の方法は、次のとおりて寸

①使用水量が基本水量以下(0 ~16 m')の場合

(2242)(主芸能)(続初ーはお)(1鵠l
1，020円=1，020円+(0 -16m'-16附)x 0円

※基本水量以下(2か月の使用水量16m、以

下)は基本料金だけいた だき ます。

②使用水量がげ m'以上60m'以下の場合

(使用水量が、一般家庭の平均使用量 2か月

34m'の場合)

2，620円=1，020円 +(34m' -16m') X89円

※水道料金を計算しますと 2，622円になりま

すが、端数 1円 -4円は O円として諮求

しています。

③使用水量が61m'以上の場合

(使用水量が 2か月 で100m'の場合)

9，015円=1， 020円+(60m'-16rn) X89円+

(100rn'-60m') x 102円
※水道料金を計算しますと9，016円になりま

すが、端数 6円-9円は 5円として請求

しています。

なお、上記の計算式を整理しますと、

使用水量61m'以上の=(使用水量一
口径13ミリ水道料金

60m') x 102円+4， 936円

量水器口径20ミリ以ヒについても 、各口径ご

との基本料金を置き換えますと料金計算できま

す。

|滞納のない明るい暮らし寸

水道料金は、皆さんが実際に使用した水道の水

にかかる料金です。この収入によ って水道事業が

行われています。うっかり納め忘れることのない

よう注意しましょう。滞納が長引きますとみんな

の迷惑になりますので、やむを得ず給水を停止する

こともあります。文化的・衛生的な明るい暮らし

のためにも納め忘れのないようにしてください。

| ヰ金のお問い合わせは 園

|上田市水道局窓C2t410・有線-

で)

マ
比べ
にな

必要

Vマイ

渋滞によ

人は全体

、



水道特集(4)広報うえだ

0家の増改築などで、メーターを移動する場合、水道の新設・増訟・改良などの工

事と、宅地内の修理は、もよりの水道局の指定工事庖へお問い合わせください.

(指定工事庖など不明のときは、水道局へ御連絡くたさい)

0ガス湯沸器.7_K;先 トイレなと.の水も れ修理は、取り付けられた工事庖に直接お申

し込みください。

• 883号 ~

主主
回

0 現在、上田市の全世帯の半数以上の御家庭が、水道料金の

お支払いに口座振替制度を御利用いただいています。

0 口座振替制度とは、みなさんが預金されている金融機関の

口座から自動的に水道料金を支払ってくれる システムです。

0 日ごろ、お忙しい御家庭や留守がちの御家庭にはたいへん

便利です。この機会に ぜひ口座振替制度を御利用 くださ

• 
日

日

〆
争

時
一
書

凶
一
求

部
一
請

0お申 し込みは、預金通帳と印鑑

(預金の出し入れに使っている)

をお持ち になって、取り引きの

金融機関で簡単にできます。

検針に御協力ください
-検針は、 2か月ごとにイ言]います。

tj-ターで、使用水量を計り、水道料金が決まりますから、いつも見やすく、

おきましょう。

⑤
根
拠
の
な
い
無
責
任
な
言
動
や
文

書
に
よ
っ
て
、
公
正
な
選
挙
を
妨
害
し

正しい検針ができるようにして

} 

.メーターボックスのよに物をおかないでくださ L¥。

春
で
す

.増改築などで、メーターが床下や屋内になる場合は、

指定工事庖へ申し込んで検針しやすい場所に移してく

7三さし、。

'メーターボックスの中は、いつもきれいにしておい

てくださ L、



1乞

.メーター

.メーター

てくださ

~~ 883号~

明るい選挙実現のため要望書

長野県議会議員選挙- 4月10日

上田市議会議員選挙一一 4月24日

だえつー (7)一一一一昭和58年 3月16日 広 報

一
一
月
二
十
八
日
、

市
役
所
に
お
い
て

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
(
会

長
神
尾
精
一
さ
ん
)
が
聞
か
れ
、
昭
和
五

十
八
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
議
で
は
統
一
地
方
選

挙
に
む
け
て
、
次
の
よ
う
な
要
望
書
が

採
択
さ
れ
、
明
る
い
選
挙
の
実
現
を
は

か
「
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

候
補
予
定
者
、
選
挙
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
趣
旨

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
て
、
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

@
嗣
惜
拠
の
な
い
無
責
任
な
言
動
や
文

句

書
に
よ
っ
て
、
公
正
な
選
挙
を
妨
害
し

引

な
し

⑥
選
挙
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
期
間

前
に
お
い
て
も
、
政
治
活
動
用
ビ
ラ
、

…

ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
な
ど
悪
用
を
し
な
い
。

官

⑦
こ
の
た
び
の
県
議
会
議
員
及
び
市

町

議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
公
営
の
ポ
ス
タ

4

|
掲
示
場
が
設
置
き
れ
る
こ
と
に
な
り
、

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
こ
の
掲
示

場
以
外
の
場
所
に
は
一
切
掲
示
で
き
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
特
に
留
意
す
る
。

③
文
書
図
画
(
政
治
活
動
用
ポ
ス
タ

ー
)
の
掲
示
は
、
道
路
、
道
路
敷
、
道

路
の
工
作
物
、
河
川
、
河
川
敷
、
公
園
、

街
路
樹
、
電
柱
な
ど
の
公
共
施
設
の
管

理
者
及
び
居
住
者
な
ど
の
許
可
な
く
行

わ
な
い
。

公
共
の
も
の
以
外
の
住
居
や
事
業
所

や
土
地
建
物
、
工
作
物
な
ど
に
も
許
可

な
く
掲
示
し
な
い
。
(
こ
れ
ら
す
べ
て
、

許
可
な
く
掲
示
す
る
と
違
反
と
な
る
)

⑨
告
示
前
に
掲
示
さ
れ
た
政
治
活
動

用
ポ
ス
タ
ー
は
、
告
示
日
の
前
日
ま
で

に
掲
示
責
任
者
が
完
全
に
撤
去
す
る
。

一
一

長
野
県
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
日

に
、
上
回
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
四
月

二
十
四
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行
さ
れ
ま

す
。い

う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
選
挙

は
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で
あ
り
、
今

後
四
年
間
、
県
政
、
市
政
を
託
す
る
重

要
な
も
の
で
す
。
立
候
補
予
定
者
、
立

候
補
者
な
ら
が
に
選
挙
運
動
に
関
係
す

る
者
は
も
と
よ
り
有
権
者
は
、
こ
の
選

挙
の
意
義
と
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
、

明
る
い
選
挙
実
現
の
た
め
、
左
記
の
こ

と
を
厳
守
さ
れ
る
よ
う
特
に
要
望
し
ま

す
。

①
候
補
者
の
人
物
を
、
政
見
を
、
よ

く
見
、
よ
く
知
り
、
よ
く
考
え
て
自
己

の
自
由
な
判
断
に
よ
り
投
票
す
る
。

②
告
示
前
の
選
挙
運
動
は
、
一
切
禁

じ
ら
れ
て
い
る
。
事
前
運
動
は
も
と
よ

り
、
そ
れ
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
各
種
の
会
合

や
行
事
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
ビ
ラ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
頒
布
な
ど
は
行
わ
な

③
有
権
者
の
自
由
な
意
志
に
反
す
る

推
せ
ん
会
な
ど
は
行
わ
な
い
。

④
買
収
、
供
応
、
戸
別
訪
問
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
は

行
わ
な
い
。 要

望

童
Eヨ

。

-検針は、

.メータ

おきま

昭
和
五
十
八
年
三
月

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

上
回
警
察
署

春
で
す

普
通
タ
イ
ヤ
に

県
内
の
道
路
に
設
け
ら
れ
て
い
る
横

断
歩
道
な
ど
の
道
路
標
示
は
、
冬
の
聞

に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
削
ら
れ
て
ほ
と

ん
ど
が
消
え
て
し
ま
い
、
例
年
、
春
先

の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
一
斉
に
塗

り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
積
雪
期
を
過
ぎ
て
も
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
走
っ
て
い
る
車
に
よ

っ
て
、
せ
っ
か
く
塗
り
替
え
た
道
路
標

示
が
ま
た
消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
道
路
標
示
は
、
道
路
標
識

や
信
号
機
と
同
じ
よ
う
に
円
滑
な
交
通

を
確
保
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果

た
lν
、
調
担
古
川
世
の
商
品
守
対
ザ
b
訴
に
p
tヮ
イ
ー
、
伊
A
P

ノ、

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

現
在
、
県
内
に
は
約
九
千
百
か
所
の

横
断
歩
道
や
約
一
千
二
百
四
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
は
み
出
し
通
行
禁
止
(
賞

線
)
を
は
じ
め
と
す
る
実
線
、
矢
印
、

文
字
、
停
止
線
な
ど
、
多
く
の
道
路
標

示
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
標
示
は
、
常
に
わ
か

り
や
す
く
鮮
明
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な

た
め
、
約
六
億
五
千
万
円
と
い
う
ば
く

大
な
費
用
を
費
や
し
て
、
毎
年
一
回
春

先
に
塗
り
替
、
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
春
に
な
っ

た
ら
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
か
ら
普
通
タ
イ

ヤ
へ
の
履
き
替
、
え
に
、
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

消
え
て
し
ま
っ
た
横
断
歩
道
の
道
路
標
示
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忘れずに受けよう

犬の登録と予防注射

犬の登録と春季予防注射を左記の日程により行います。

通知書(ハガキ)を持参のうえ、 最寄りの会場へ飼い犬を

お連れください。

料金は、注射料 1頭につき 1，700円、登録料 1頭につき

2，100円で、合計3，800円です。。
この期間中に受けられない場合には 、 5月 1日(日)か ら

5月15日(日)までの聞に個別訪問して注射を行います。この

場合、訪問料として 1頭につき 1，500円が加算されます。

犬が死亡、不明または移動している場合は、生活環境

課へ御連絡ください。

:犬の登録と春季予防注射に関するお問い合わせは、

:生活環境課環境指導係へ

宮⑫4100内線302・有線②0671

の
費

金

費
当

産

手

祭
児

助

育

葬
の保国

受け取りは口座振込で

=4月1日から=

国民健康保険に加入しているかたに支給される助産

費 ・育児手当金・葬祭費は、今までその都度窓口で現

金でお支払していましたが、 4月 1日からは口座振込

で受け取っていただくように変ります。

これらの給付を受ける際の届出には、次のものをお

持ちくだきい。

助産費 出生届・母子手帳・国保の被保険者証・

育 児手当金 振込先口座番号・印鑑

死亡 届 ・国保の被保険者証 ・健康手帳

葬祭費 (老人保健法医療受給者証)・霊枢車使

用料金・振込先口座番号・印鑑

川西地区

日!4日全

唱両社内変亙;

やiI地区の旧道神川橋は、 神川地区公民館に変更になりま

...~ 883号 広報

昭和58年度犬の登録と春季予防注射日程表

7壬|地区|時間|場 所
|9 : 00-9 : 40 1跨入公会堂

東部地区 l

l 1 10 : 00 -10 : 30 1東部地区防災センタ-
j~ 4日

l .. u...<rrtl.J..r7 I9 : 00-9 : 30 1明照会開 |北部地区
I ""u lJ l~ "' I.!:;oL!，..:.. I9 : 40 -1 0 : 30 1新田区民会館

I 9: 00-9 : 30 1西脇 会館

9: 50-10 : 30 1新 屋会館

川辺地区 19: 00-9 : 40 1報 恩 寮 前
城下 110: 00-10 : 40 1諏訪形公会堂

|9 : 00-9 : 30 1下極尻公会堂

塩尻地区 19: 50-10 : 20 1槌尻地区公民館

1o : 40 -11 : 00 1秋和公会掌

9: 00-9 : 40 1川辺町 会館

1o : 00 -10 : 40 1中之条公会堂

9: 00-9 : 30 1市豊殿支所

9: 50-10 : 40 1上野が丘公民館

9: 10-9 : 40 1小 泉区民会館

1o : 00-10 : 40 1泉田公民館

l9 : 00-9 : 40 1東塩田老人集会所
塩田地区

4月8日| 110: 00-10 : 40 1市 塩 田 支所

幽 1....，，，....1:719: 00-9 : 40 1神川地 区公民館
神川地区

I 1o : 00 -10 : 40 1大 屋 公 会 堂

l9 : 10-9 : 40 1西塩田事業所
塩団地区

I 10・00-10: 30 1相染閣

9: 00-9 : 20 1農 協 泉 田 支 所

川西地区 I9: 30-9 : 50 1仁古田公民館

1O:00-I0:301市 川西 支所

9: 00-9 : 20 1東部地区防災センタ-

9:40-10:101南 天 神 町 公会堂

10・20-10:50 1市役所(西庁舎車庫前)

9: 00-9 : 30 1上 川 原柳 町 公会堂

9:40-10:201新田区民会館

9: 00-9 : 30 1川辺 町 会館

9: 40-10 : 00 1御所公会堂

1o : 10-10 : 40 1三 好 町 公 会 堂

l9 : 00-9 : 20 1上紺屋町公会堂
北部

地区 |9: 30-9 : 50 1新 屋会館
西部

I 1o : 00 -10 : 30 1常磐 町会館

9: 00-9 : 30 1神畑公会堂

9:50-10:001上 半 過 公 会 堂

1o : 10-10 : 50 1下 之 条 公 会 堂

9: 00-9 : 40 1消 防 束 北 分署

9:50-10:401金井公会 堂

9・10-9 : 40 1殿城郵便局前

盟殿地区 110・00-10:20 1農村環境改善センター

1o : 30 -11 : 00 1町吉田公会堂

9: 00-9 : 20 1神川地区公民館

9: 30-10: 00 1下 青 木 公 会 堂

10:10-10:301岩 門 公 会 堂

l9 : 10-9 : 40 1中組公会堂
盗団地区

4月18日1 1 10 : 00-10 : 40 1下之郷公会主

ω|東宮11 I9 : 00-9 : 20 I合同庁舎裏庭

神科地区 |9: 30-9 : 50 I染屋公会堂

神川 1 10 : 10-10 : 40 1国分仁王堂前

19 : 10-9 : 40 1舞回公会堂

塩田地区 19: 50-10: 10 1保野公会堂

1o : 20-10 : 50 1市海田支所

9: 10-9 : 30 1上室<<基幹センタ-

9: 40-10: 10 1下室tt生活センター

10:25-10:401市 川 西 支 所

9: 10-9 : 25 1相染問

l9 : 40-9 : 50 1野念公会堂
温団地区 l

I 10:05-10:201西塩田事業所

1o : 30 -10 : 50 1西 塩 田 会 館

市 19 : 00-11 : 00 1合同庁舎裏庭

弘貯幸地

盟殿凶町

4は山月肘7日型笠竺

附 1(自t也

4月6日

附

ラ
グ
ビ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

東部
地区

南部

4月11日

ω 

4月12日

(対

北部地区

川辺
地区

域下

Illjll ::t也区
恥回4月14日

同

営
業
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い

ま
す
。

練
習
は
、
週
一
回
、
火
山
哨
日
の
午
後

4月13日
制

不
用
品
交
換
で

資
源
の
有
効
利
用

神科地区

神川
J也区

神科

〈国保年金課国保係官⑫4100内線281・有線② 0711>
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フ
グ
ビ

i
に
魅
せ
ら
れ
て

がんば。てます④
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上
回
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
部
長
・
滝
沢
恵
一
さ
ん

μ~ 
桁
円
形
の
ポ
ー
ル
を
三
十
人
の
男
た

ち
が
奪
い
合
う
:
ラ
グ
ビ
ー
は
、
格
闘

技
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
激
し
い
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
、
最
近
は

大
変
な
人
気
で
、
ピ

ッ
ク
ゲ

l
ム
と
も

な
れ
ば
国
立
競
技
場
は
六
万
人
を
超
え

る
フ
ァ
ン
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
上
田
地
方
で
は
あ
ま
り
践
ん
で
な

い
よ
う
で
、
市
内
に
は
社
会
人
の
チ
ー

ム
が
一
チ
l
ム
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
上

回
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
」
が
、
そ
れ
で
す
。

今
回
は
、
上
回
ラ
ク
ピ
ー
ク
ラ
ブ
部
長

の
滝
沢
恵
一
さ
ん
(
三
十
一
歳
・
泉
平
)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

滝
沢
さ
ん
と
ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
合
い

は
「
大
学
が
明
治
で
し
た
の
で
、
ラ
グ

ビ
ー
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
学

生
時
代
は
国
立
競
技
場
な
ど
へ
よ
く
足

を
運
び
ま
し
た
。
上
回
に
帰
っ
て
か
ら
、

友
人
が
菅
平
の
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
を
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
二
年
前
に
私
も

仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
U

ラ
グ
ビ
ー
熱
が
高
ま
っ
た
滝
沢
さ
ん

は
、
高
校
時
代
の
友
人
な
ど
に
呼
び
か

け
、
昨
年
四
月
、
七
人
で
「
上
回
ラ
グ

ビ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
近
く
た
っ
た
現
在
、
ク

ラ
ブ
員
数
は
二
十
歳
か
ら
三
十
七
歳
ま

で
の
二
十
三
人
に
増
え
ま
し
た
。

こ
の

う
ち
高
校
・
大
学
で
の
経
験
者
は
約
半

数
。
職
業
は
、
会
社
員
、
公
務
員
、
自

営
業
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
宮
田
ん
で
い

ま
す
。練

習
は
、
週
一
回
、
火
曜
日
の
午
後

七
時
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、
四
月
か

ら
は
日
曜
日
を
含
め
て
週
二
回
に
す
る

予
定
で
す
。
チ
ー
ム
の
基
本
方
針
は

H

自

主
的
な
参
加
。
を
第
一
と
し
て
い
る
の

で
、
練
習
に
は
必
ず
参
加
と
い
っ
た
よ

う
な
強
制
的
な
こ
と
は
、
い
っ
さ
い
し

て
い
ま
せ
ん
。

初
め
て
の
試
合
は
、
昨
年
の
秋
、
長

野
大
学
と
の
練
習
試
合
で
、
結
果
は
六

対
十
で
上
回
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
敗
け
。

滝
沢
さ
ん
は
「
こ
の
試
合
で
、
ト
ラ
イ

を
奪
う
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
知
る
と

と
も
に
、
や
っ
と
試
合
が
で
き
た
こ
と

の
満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
今
年
の
秋
に
は
、
公
式
戦
初
出
場

と
し
て
、
県
大
会
へ
の
参
加
を
予
定
し

て
お
り
、
こ
の
た
め
、
夏
に
は
菅
平
で

二
泊
三
日
の
合
宿
を
す
る
そ
う
で
す
。

こ
の
四
月
か
ら
は
、
小
学
校
四
・
五
・

六
年
生
を
対
象
と
し
た
「
少
年
ラ
グ
ビ

ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
校
し
よ
う
と
、
現

在
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

応
募
は
も
う
一
つ
の
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
滝
沢
さ
ん
は
「
苦
し
い
練

習
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
仲
間
と
交
流
す

る
時
が
、
一
番
楽
し
い
時
間
で
す
。
ラ

グ
ビ
ー
は
、
激
し
い
プ
レ
ー
の
連
続
で

す
が
、
た
だ
動
き
回
っ
て
い
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
頭
脳
プ
レ
ー

と
い
う
か
、
知
的
な
プ
レ
ー
も
要
求
さ

れ
る
大
変
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
J

不
用
品
交
換
で

資
源
の
有
効
利
用

市
で
は
、
三
月
七
日
か
ら
五
月
八
日

ま
で
を
か
資
源
活
用
推
進
月
間
H

と
し

て
「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民

運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
で
は
、
特
に
不
用
品
の
登

録
・
紹
介
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
使
わ
な
く

な
っ
た
り
、
い
ら
な
く
な
っ
た
品
物
を

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
希
望
者

資;品
源付 f
活;;
用品を

応;j
モ 1
RPf 
'It団
も Z

登
録
き
れ
た
品
物
で
、
希
望
が
な
く

紹
介
で
き
な
か
っ
た
品
物
や
、
紹
介
し

て
も
成
立
し
な
か
っ
た
品
物
は
、
五
月

八
日
同
開
催
予
定
の
「
資
源
活
用
広
場
」

で
即
売
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
「
資
源
活
用
広
場
」
め
詳
細
に

つ
い
て
は
、
後
日
「
広
報
う
え
だ
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

ママコート 3，500円 電子レンジ

7 イクロテレビ 1. 5!i'1 2Q，000円 電気炊飯ジャー

50c.cノ〈イク 1年使用 30，000円 ジューサー

ソファーベッド 10，000円 カ、スコンロ

座敷テーブル 7，000円 カ、、スオーフ。ン

ぶら下がり健康器 10，000円 流し台

石油ストーブ 3，000円 調理台

石油ファンヒーター 3年使用 5，000円 食器だな

8ミリカメラ 40，000円 スパイクタイヤ 5×0100 

和ダンス 15，000円 二段べ・ッド

漬物のかめ 2つで 6，500円 天体望遠鏡

タイムスイ ッチ 2，000円 スライド映写機

編機 20，000円 オjレカ、ン

萱録期間は 6ヵ月です。 マンドリン

ぞれを過ぎた場合は再登録してください。 事務机

( 3月7日現在)不用品登録情報(主なもの)

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境諜
生活係(ft⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。

。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねますので御了承
< 1.ごさし、。
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お知らせ計
量
モ
ニ
タ
ー
を

えつ

募
集
し
ま
す

広報

商
工
課
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
各
純
の
デ
ー
タ
ー
や
意
見
、

苦
附
な
ど
を
今
後
の
計
量
行
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
計
量
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
:
食
料
品
関
係
の
版
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ
に
携

わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の
主
婦

で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
て
い
な
い
人

也
事
省
貧

wa洲口直

'
o船
側

h
r
J
E
t
-
4
0
州
明
附
同
市
内
H

《
し
古
同
月

... ~ 883号883号ー

天
ぷ
ら
火
災
に

上田市交通渋滞対策会議では、4月25日
から実施を予定している受通渋滞解消運動
のPRの一環として、混雑する幹線道路40
か所に立て看板を設置しまし疋。設置しだ
立て看板は「マイ力 の一人乗りはやめよ
う_Jrパス電車に乗り換えようJ など5種

類です。

と
十
一
月
の
二
か
月
)
に
購
入
し
た

商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、
日
誌
に
記

入
し
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
期
限
・
・
・
四
月
九
日
出

謝
礼
・
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査
用

は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
:
官
製
は
が
き
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お
書

き
の
う
、
ぇ
、
干
3
8
6

市
内
大
手

一
i
一一

l
一
六
市
役
所
商
工
謀

計
量
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

入
団
者
を
募
集

青
少
年
対
策
室

岱
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

ガ
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
五
回
(
上

m
m
M
M
I
t
t
n
N
1
古川

y
h
l
f
u
め

L
ω
H
W
‘

中

A
n
mり

L
L

て
も
火
を
消
し
て
か
ら
離
れ
る
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

に
火
が

お
り
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
「
自
己
開
発
」
「
自

然
と
共
に
」
「
人
と
の
ま
じ
わ
り
」
の
一
二

本
の
柱
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
土
曜
日
の
午

後
二
時
か
ら
約
二
時
間
(
部
門
に
よ
り

日
曜
日

)、
中
央
公
民
館
で
集
会
を
行
い

ま
す
。

入
団
対
象
者

マ
ブ
ラ
ウ
ニ
|
部
門
・
:
小
学
校
新
一
・

一一

・
三
年
生

マ
ジ
ュ
ニ
ア
|
部
門
・
:
小
学
校
新
六
年

生

マ
シ

ニ
ア
部
門
・
:
中
学
校
新
一
・
二
・

三
年
生

マ
レ
ン
ジ
ャ

l
部
門
・
:
高
校
生
ま
た
は

同
年
代
者

募
集
人
員
・
・
・
各
学
年
と
も
若
干
名

申
込
期
間
:
・
三
月
二
十
三
日
附
か
ら
三

月
三
十
日
附
ま
で

申
込
場
所
:
市
役
所
西
庁
舎
二
階
青
少

年
対
策
室
(
申
込
用
紙
も
あ
り
ま
す
)

お
問
い
合
わ
せ
:
・
宮
⑫
3
0
2
6
・
横

沢
さ
ん

ー
市
・
県
営
野
球
場

l

売
応
権
利
の

入
札
を
し
ま
す

体
育
課
施
設
係

企
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

有
線
②

0
8
7
1

L
L
悶
出
+
申
止
宮
凪
H

川
悼
甲
山
骨
わ
O
L
O
O
M
υ
岡
市

A
Bト
ム
田
川
刷

野
球
場
内
の
物
品
販
売
権
利
の
入
札
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
御
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
・・・市
内
に
在
住
の
后
舗
を
有

す
る
人

と

8
・
:
四
月
八
日
制
午
後
一
時
三
十

分
と
こ
ろ
:
・
市
役
所
四
階
第
五
会
議
室

持
ち
物
・
:
納
税
証
明
書、

印
鑑
、
封
筒

六
枚

販
売
権
利
期
間
・
・
・
昭
和
五
十
九
年
三
月

末
日
ま
で

石
油
燃
焼
機
器
の

技
術
講
習
会

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
諜

宮
(⑫

2
5
0
1

昭
和
五
十
四
年
十
月
、
火
災
予
防
条

例
準
則
が
大
幅
に
改
正
き
れ
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
県
内
各
市
町
村
の
火
災
予
防

条
例
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
後
の
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

石
油
燃
焼
機
器
(
ス
ト
ー
ブ
、

F
F
、

給
湯
機
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
)
の
設
置
及

び
点
検
・
整
備
は
、
「
熟
練
者
」
が
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
、
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守

協
会
と
共
催
で
、
石
油
燃
焼
機
器
技
術

或
婚
羽

a
A
E
b
E
中
A
n
m円
ト
」
わ
ぬ

H
t
剛
周
忌

P
る
正
十
1
e

講
習
対
象
者
・
:
石
油
燃
焼
機
器
の
設
涜

及
び
点
検
・
艶
備
(
販
売
)
業
務
に

従
事
す
る
人

と
き
・
四
月
七
日
附
か
ら
四
月
九
日

ωま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

と
こ
ろ
・
:
消
防
本
部
講
堂

定

員

:

・
百
五
十
名

受
講
料
:
・

一
万
二
千
円

(
講
習
料
一
万

円
、
教
材
費
二
千
円
)

申
込
締
切
日
:
・
三
月
二
十
八
日

ω

申
込
方
法
・
:
申
込
書
(
消
防
本
部
予
防

課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
御

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

お
問
い
合
わ
せ
:
・
消
防
本
部
予
防
課

一

分

室

は

'

一

叩

談

密

、

一

時

相

秘

女

、

…

引

閥

抗

い

・

1
7
k

、

，
-
h

ロ

一

分

は

け

』

相

一

却

方

恥

御

…

時

初

同

年

喧

…

削

指

世

知

れ

師

生

一

午

御

門

お

で

こ

先

引

の

o
r

¥
り

第

和

一
削
一
三
1
2
…一一一一

-

金
い

h
川
門
ー
の

お

所

岩

一

4

て

旧

小
寸
次
月
役

一
i
u
v
N
州

人

3
布

H

H

再
開
H

O
ま

ト
h

・
・
到
回

一

明

J
f

引

制

日

き

ろ

弁

.

J

実

i

i
談

こ

当

一
ι
間

附

相

聞

と

と

阻

一

は

偉

川

)
、
の

;

山

で

法

訓

守

月

崎

市

で

M
H
〈

3

h

ま

句

困

3月の法律相談

県
営
水
道
料
金
の
改
定
が
決
ま
り
、
四

月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

本目
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モ
凶
}
②
過
去
に
計
鼠
モ
ニ
タ
ー

を
経
酔
験
し
て
け
な
い
人

-
g
m
内
客
・
:
指
定
す
る
剣
間
内
二
ハ
月

第 883号』

天
ぷ
ら
火
災
に

御
注
意
を

一
般
家
庭
や
飲
食
后
な
ど
の
火
災
の

中
で
、
い

わ
ゆ
る

H

天
ぷ
ら
火
災
H

は

非
常
に
多
く
、
上
田
市
で
も
昨
年
は
四

件
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
天
ぷ
ら
鍋

を
火
に
か
け
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
た

た
め
で
す
。
天
ぷ
ら
鍋
を
火
に
か
け
て

い
る
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ

な
い
よ
う
に
し
、
ど
う
し
て
も
離
れ
る

、
っ
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
短
時
間
で
あ
っ

p
u
n
y
q
p
q
p
q
n
r
u
h
r
u
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q
p
q
p
q
n
r
u
p
q
p
u
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し
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便
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4
よ

出

用
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郵
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を

届
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《
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が

届
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方

居

転

、
便
所

、

一

る

転

が

郵

住

~

だえ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
五
団
(
上

田
市

l
ル
ス
カ
ウ
ト
d

で
は
、
次
の
と

て
L
大
を
消
し
て
か
ら
雛
れ
る
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

鍋
に
火
が

つ
い
て
し
ま
っ
た
ら

①
鍋
を
包
み
込
め
る
大
き
な
パ
ス
タ
オ

ル
か
シ
ー
ツ
な
ど
を
水
で
ぬ
ら
し
、

軽
く
し
ぼ
っ
て
か
ら
、
あ
わ
て
な
い

で
手
前
の
方
か
ら
鍋
を
覆
い
ま
す
。

あ
わ
て
る
と
鍋
を
ひ

っ
く
り
返
し
た

り
、
鍋
を
全
面
的
に
覆
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
粉
末
消
火
器
を
用
い
る
方
法
が
一
番

い
い
わ
け
で
す
が
、
消
火
剤
の
放
射

を
止
め
る
と
再
着
火
し
ま
す
の
で
、

全
量
の
消
火
剤
を
油
の
中
に
入
れ
て

油
温
を
冷
却
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

野
菜
を
投
げ
込
ん
だ
り
鍋
に
フ
タ
を

す
る
方
法
は
、
油
が
飛
び
散
っ
て
ヤ
ケ

ド
を
し
た
り
、
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
適
当
な
方
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
を
か
け
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま

し
ょ
、7
。

県
営
水
道
料
金
が

改
定
さ
れ
ま
す

上
回
水
道
管
理
事
務
所

宮
⑫
2
1
1
0

昨
年
十
二
月
の
県
議
会
に
お
い
て

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

有
線
②

0
8
7
1

上
田
市
営
野
球
場
お
よ
び
県
営
上
回

県
営
水
道
料
金
の
改
定
が
決
ま
り
、
四

月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。料

金
の
体
系
は
今
ま
で
ど
お
り
口
径

別
で
、
基
本
水
量
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
基
本
料
金
及
び
超
過
料
金
が
平

均
一
一
・
三
%
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
般
家
庭
(
口
径
十
三

叩
)

の
一
か
月
の
料
金
は
、

マ
基
本
料
金
(
十
耐

ま
で
)
・
:
⑮
千
円
↓

⑮
千
百
十
円
で
百
十
円
の
値
上
げ

マ
超
過
料
金
(
一
耐
あ
た
り
)
:・
⑮
百
二

十
三
円
↓
⑮
百
三
十
七
円
で
十
四

円
の
値
上
げ

と
な
り
ま
す
。

県
交
通
事
故
相
談
所

上
田
支
所
を
開
設

上
小
地
方
事
務
所
総
務
室

官
⑮
1
2
6
0
内
線

2
0
5

長
野
県
で
は
、
交
通
事
故
相
談
所
上

田
支
所
を
次
の
と
お
り
常
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

開
設
日
:
・
四
月

一
日
か
ら

と
ニ
ろ
:
・
上
回
合
同
庁
舎
内

相
談
員
・
:
二
名

4月の乳幼児健康診査

昭和58年 4月の乳幼児健康診査を下記により行し、ます。

受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

~エk 場 健 診 実地日 対 象 i見

4か月児
4月5日 57年11月16日-11月30日生

4月20日 57年12月1日-12月15日生

10か月児
4月6日 57年 5月16日-5月31日生

4月21日 57年 6月1日-6月15日生
上田市保健センター

4月7日 56年 9月16日-9月30日生
1歳6か月児

4月26日 56年10月1日-10月15日生

3歳児
4月8日 55年 3月1日-3月15日生

4月27日 55年 3月16日-3月31日生

4か月児
4月12日

57年11月16日-12月15日生

塩田母子健康センター 10か月児 57年 5月16日-6月15日生

(1且団地IKl 1歳6か月児

3歳児 4月22日 55年 2月1日-3月31日生

4か月児 57年11月16日-12月15日生

川商社会悩祉セ ンター 10か月児 4月13日 57年 5月16日-6月15日生

(川西地区) 1議 6か月児 56年 9月16日-10月15日生

3 品k児
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小学校への

入学を前にして

えつ広報

お
宅
で
は
、
新
入
学
の
準
備
は
も
う

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
と
い
っ
て
も
「
机

を
買
い
ま
し
た
」
「
ラ
ン
ド
セ
ル
も
、
く

つ
も
買
い
ま
し
た
」
と
い
う
品
物
ば
か
り

を
さ
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
新
入
学
の
期

待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
子
供
に
対
し

て
、
父
親
と
し
て
母
親
と
し
て
ど
ん
な

心
構
え
が
で
き
て
い
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

.... ~ 883号

母

親

と

し

て

母
親
と
し
て
、

-
生
の
う
ち
で
最
も

ι酔
e
m弘
仰
納
山
係
法
V
H
W
J
h
M・
爪
引
治
山

A
F
n，，ゅ
u
w
.
7十
p
砂
怯
山
r

H
作
M

小
学
校
の
一
年
生
に
な
っ
た
と
き
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
入
学
は
、
新
た

め
て
母
親
と
し
て
の
責
任
と
喜
び
を
感

じ
さ
せ
る
、
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
母
親
と
し
て
、
一
番
や
っ
て
欲

し
い
こ
と
は
、
「
も
う
じ
き
一
年
生
で
し

ょ
。
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
で
ど
う

す
る
の
へ
と
入
学
す
る
こ
と
を
だ
し
に

使
っ
て
子
供
を
し
か
り
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
母
親
か
ら
乳
離
れ
し
て
い
く
子

|
自
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
子
供
を
温

か
く
見
守
っ
て
、
「
ぼ
く
も
や
れ
ば
で
き

る
ん
だ
」
と
い
う
自
信
を
持
た
せ
て
や

る
こ
と
で
す
。

父

親

と

し

て

ど
う
も
子
供
の
こ
と
と
な
る
と
母
親

任
せ
と
い
う
父
親
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
父
親
が
や
さ
し
く
語
り
か
け

る
言
葉
が
子
供
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、

大
き
な
自
信
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

入
学
を
前
に
し
て
何
か
と
緊
張
し
が

ち
な
子
供
に
、
「
お
父
さ
ん
が
一
年
生
の

こ
ろ
は
:
・
」
、
と
自
慢
話
や
成
功
談
で
は

な
く
、
い
た
ず
ら
を
し
て
先
生
に
お
こ

ら
れ
た
こ
と
、
授
業
中
に
恥
を
か
い
た

こ
と
な
ど
、
失
敗
談
を
ぜ
ひ
し
て
欲
し

い
の
で
す
。

父
親
の
そ
う
し
た
体
験
談
は
、
「
お
父

さ
ん
も
そ
う
だ
つ
た
の
」
と
い
う
親
し

み
と
と
も
に
、
「
よ
ー
し
、
ぼ
く
も
が
ん

ば
る
ぞ
」
と
い
、
て
や
る
気
を
お
こ
す

百
脈
動
劃
制

H
h」
わ

怯

つ

ゲ
t

、
い

生
ピ
+
耳
、f
'e

「緑の祭り」で、臨畠期臨調⑮
緑化木を無料頒布

繰化を促進して、豊かな郷土を築くため、 4月 1日

から 1か月間「国土締化運動」が実施されます。市では

4月 9・10日に「緑の祭り」を開催しますが、この祭り

では次により緑化木の苗木を 1人につき 1本、 先着順

に1，000本無料で iiti布します 。 大勢の皆さんお出かけ

< 1.ごさし、。

。4月 9目。)・ 10日(11) 上回公園西口

地域が広範囲のため、次の各会場でも無料訪れ布しま

す。

。4月16日(1:)・ 17日(11) 塩田支所西側駐車場

。4月23日(十) 川西支 所北側駐車場

。4月24日(11) 上野が丘公民館

※時間は、いずれも午前 9時と午後 1時からの 2回

です。

また、繰化木の展示即売会も同時に行います。内容

は、林業機械展示、緑化木・盆栽手入、山林経営相談

コーナー、 緑化木、特産品、工具などの展示即売です。

納め忘れはありませんか?

国民年金の保険料は、納め終わっているでしょうか。

納め忘れのあ る方は 3月中に最寄りの金融機関または

農協に納めて ください。

最近の保険料を 1年以上納めていないと、もし交通

事故などにあい障害者とな った り、万一、働き手が死

tした場合に次の年金が受けられないことになります。

0障害年金一-加入期間中にかかった病気やけがで障

害者となったとき

〔現在年額一 1級障害703，500円、

2級障害562，800円〕

。母子年金一・加入している 妻が夫 と死別し、 18歳未

満の子をかかえて母子家庭となったとき

〔子 1人、 742，800円。母子加算含む。

2 -3人目にも加算〕

0遺児年金・ ・加入している父か母と死別して父母と

もにいなくな ったとき

〔残さ れた 18歳未満の子、 1人562，800

円。 2-3人目にも加算〕

月1日

口す

山火事の防止はみんなで

山火事の発生しやすい季節となりました。山に入っ

たらタバ コの吸いがら、たき火に十分注意して、みん

なで山火事を防ぎましょう 。

〈農林諜宮⑫4100内線324・有線②0762>

r~社会保険出張相談日〆…~

1 く 4 早~， •. "'1 D ~ n ~ 
l 貴子幽川左岸地区 ~ :: ~八噌::: .V̂;::: E I . _...~~~- l第 3火曜日 19日 う

l 会場・・・松尾工業株式会社() 11辺町) ~ 

¥ ... _.~ ..•. ....•• - (第 2火曜日 12日 h 
(H幽川右岸地区 i第4火曜日 26日 1 
1 会場…上回商工会議所(大手町) ~ 

~ 0各会場とも午前 9時一午後 3時 1 
t、"""令官守、中号、~"':"-中苧、ν苧中小官苧唱庁、中苧宙キも庁-..._.-....:..-...中市中庁司
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